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  17年目の活動を支えた時間
(2021.10 ～ 2023.3)

ボランティア活動時間
カフェ 852.8時間
こもれび 542.5時間

港南台テント村
コロナの影響により
  開催なし
  

視察•研修講師
26回

●サポーター法人
（有）洋光、港南台街＆暮らしづくりプラン
ナーズ会議、(株 )一幸堂、吉田歯科クリニッ
ク、(株 )住宅リフォーム神奈川、(株 )
SUISHAYA、港南台 NEXUS DENTAL CLINIC、
コミュニティハウス umbrella
●サポーター個人
野口幸子、川崎治美、松浦先信、笹浪眞一、
渡辺ひとみ、川嶋庸子、石山恒貴、長谷川淳、
金城まゆみ、斉藤麻利子、杉浦眞知子、村
田尚子、藤井照子、篠崎桂子、松本和子、
鈴木千賀子　他匿名希望9名 　(順不同・敬称略)
＊2022年度(2023年3月末現在まで)のご登録

                  　　市民や団体が主体的に取り組む、
　　　　　　公益性の高い港南台タウンフェ
　　　　　　の活動や事業を支えるため、運
営の資金的支援をお願いしています。
■費用の使途：
市民レポーター養成 /ふ～のんや便りの発行 /
地域情報サイト「こうなんだい e-town」運営 /
人材育成研修など
■サポート費用　一口 1,000 円 ( 年間 )　
＊複数口も歓迎＊団体・企業は５口以上でお
願いしています。☆別途資料があります。
詳細はお問い合わせ下さい。

●運営
　・株式会社イータウン
　・横浜港南台商店会　
　・まちづくりフォーラム港南
　3団体が連携協力して港南台タウンカフェ事業
　運営を行うとともに、事務所をタウンカフェ内に
　設置して、地域交流・地域活性化活動を実践。
●面積 72.73㎡（約22坪）
●開設 2005年10月15日
●事業 小箱ショップ/カフェサロン/貸しスペー
　ス/貸しギャラリー/情報発信/まちの事務局機能
　/港南台テント村などのイベント企画運営/タウ
　ンシェフ養成（人材育成）

●運営スタッフ
　・有償スタッフ　　       6名
　・ボランティアスタッフ　            12名登録

●港南台タウンカフェ運営コスト
　年間事業高：16,491,789円  （2022年度売上）
　 内訳
 　 ・補助金         ：3,000,000円 
         (総合生活支援事業：サービスB事業）　
 　 ・サポーター ： 202,269円
　       （2022年度タウンカフェサポーター）

港南台タウンカフェは民設民営の自主的な事業と
してまちづくり活動を行っています。行政からの補
助金は全体の2割弱で、自立的な運営を目指して

います。最近では地元の市民・事業者からのご寄
付（サポーター制度）も増えてきています。

港南台タウンカフェ
17年目のあゆみ

子育てやイベント・
ボランティア情報な
ど、ポケットに入り
きらないほどの情報

情報発信

全国の小さなまちや
むらの魅力を再発見
してお伝えする、特
産品のコーナー。

特産品コーナー
cafeだけでなく、小

箱

スクエアと呼ばれる
手

づくり教室、セミナ
ー

勉強会などに活用

カフェサロン

（2022年度）

⼩箱ショップハンドメイドの雑貨やアクセサリー、布小物などが、壁一面にずらり！今年もたくさんの素敵な作品が楽しませてくれました。

\書籍出版/\書籍出版/
コミュニティカフェコミュニティカフェ

『コミュニティカフェ ~まちの居場所の
つくり方、続け方』（齋藤保 著）を出版
販売しています。台湾での翻訳本も！
●2020年6月/ 学芸出版社/体裁：四六
版232頁/本体2000円＋税

収入　16,491,789 円

人件費

31%

小小箱販売

21%地地代家賃

21%

仕仕入れ代

3%

イイベント経費

1%

そその他経費

23%

支出　15,582,409  円



【2021年】
10/22-24 おでかけ小箱＠港南台バーズ
10/23-24 キャンドルナイト展示会＠バーズガーデン広場
11/13 駅前さわやか清掃
11/20 中高生ボランティアミーティング
12/2 視察ヒアリング：佐賀大学
12/4 キャンドルナイトin港南台WS＠地区センター
12/18 キャンドルナイトin港南台2021
12/20-22 ハンドメイドマルシェ＠港南台バーズ開催

【2022年】
1/8 港南台凧あげ大会
1/10 中高生ココドコ取材活動
1/30 講師：つながるフォーラム大倉山＠Zoom
2/10 視察コンサルティング：札幌市いとこんち様
2/10 港南台街＆暮らし白書発行
2/15 講師：UR都市再生機構/都市住宅学会＠Zoom
3/16 港南台テント村実行委員会
5/14-15 港南台駅前フリーマーケット
5/25-27 ハンドメイドマルシェ＠港南台バーズ
5/28 港南台駅前清掃
3/5 無印良品リレーワークショップ
6/15 横浜港南台商店会総会
7/11 くらしまちづくりネットワーク横浜総会
7/24 講演：栃木市大平わいわいテラス
8/22 講演：島根県
8/28 港南台ボランティアスタッフ交流会
9/9 たまごキャンドル配布
9/28 講演：中部圏ソーシャルビジネス研究会
10/1-2 港南台駅前フリーマーケット
10/8-9 いろいろフェスタin港南台
10/10 講演：横浜YMCA職員研修
10/15 港南台タウンカフェ17周年
10/16 講演：八戸市
10/22 講演：泉区役所
10/25 講演：神奈川県職員有志の会
10/29 キャンドルナイトin港南台2022
11/3 小箱サロン
11/5 講演：白山市生涯学習のつどい
12/19 浪江町コーヒータイム訪問
12/20 講演：石巻市
12/21 講演：気仙沼市
12/22 陸前高田八木澤商店/すみたケラッセ訪問
12/23 大槌町菊池養蜂園/チャリカフェ訪問
12/28 大掃除・忘年会

【2023年】
1/7 港南台凧揚げ大会
1/8 本郷台鏡開き
1/16 講演：東松島市
1/17 講演：仙台市
1/23 講演：八戸市コミュニティカフェ選考会
1/30 講演：中部圏地域創造ファンド
2/1 横浜港南台商店会新年賀詞交歓会
2/11 小箱サロン
2/15 講演：広域関東圏コミュニティビジネス
　　　　推進協議会シンポジウム

港南台駅前フリーマーケット

キャンドルナイト in 港南台

こもれびカフェ

カフェサロン

■その他、定例開催の活動・事業など
・もっと×２交流ステーション　（毎月第1金曜日）
・まちサロン（毎月第3金曜日）
・こもれびカフェ （毎週月曜日）

続くコロナ禍の影響で、これまで同様、換気、消毒、アクリル板設置な
ど感染症対策を行いながらの営業でした。
新メニューとして、食の100選に選ばれた「あんぽ柿ジャム」を使った
「あんぽ柿バタートースト」を季節限定販売しました。
また、音楽通りin cafe♪は、定期的に演奏してくださる方がますます増え、
様々なジャンルの楽器、音色をお客様とともに楽しませていただいてい
ます。

開催日時　2022年10月29日（土）　18:00～19:30
● 実行委員会回数   8 回　
● 実行委員         25名　
● 実行委員会出席人数　 延べ110人
● 当日参加者数　  約1,300人

●毎週月曜日開催
●横浜市介護予防・生活支援補助事業（サービスB）通所型支援として実施
●プログラム例：折り紙、体操、ピアノやギターの演奏会等

港南台バーズと横浜港南台商店会主催の港南台駅前フリーマーケット
が春と秋に開催されました。イータウンも商店会の事務局として、出店
者の申込みのとりまとめや当日の運営のお手伝いにスタッフやボラン
ティアが参加しました。お買い物のついでに立ち寄る方も多く大変賑わ
いました。

●開催概要
　5月14日（土）　雨天中止
　5月15日（日）　49店
　10月1日（土）　52店
　10月2日（日）　59店

● vol.12号発行 2022年3月15日
● vol.13号発行 2023年3月15日

● 体裁：B５版16ページ
● 配布協力店・施設 約100ヶ所

もっと×２交流ステーション
誰でも参加できる気軽な飲み会。飲食を伴うので慎重に、ずっとオン
ラインで行っていました。青森や九州、時には海外からの参加もあり、
毎回趣の違う面白い会話となりましたが、地域の方の参加は少ないの
で、リアルでの開催が望まれました。
● 開催日：毎月第1金曜日　19:00～21:00
● 場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

全国各地の先行事例を 「みて」・「きいて」・「かんがえる」をテー
マに、全国各地を旅するように、オンラインで各地のコミュ
ニティカフェの様子や運営方法、地域の魅力なども感じてい
ただくプログラム。2021年度は宮城や福島、広島、福岡な
ど7回実施、延べ129名が参加いたしました。
（2021.9～2022.3）

事例：旅するコミュニティカフェ～オンライン現場視察会

まちサロン inCafe
まちサロンは地域の方をゲストに招いて、お話を伺っ
たり特技を披露していただきながら交流する集いで
す。しばらくオンラインで行っていましたが、2022
年の夏からカフェに集って開催。一緒に珈琲の味を
楽しんだり、参加者同士が紹介しあって知り合いが
増えたりと会って行うことの価値を再確認しました。

● 開催日：第3金曜日18:30～20:00
● 場所：港南台タウンカフェ、オンラインZoom

小箱ショップ
90名近い作家の手作り品が思い思いにディスプレイされた小箱ショップ。
今年は港南台バーズ(駅前商業施設)でのハンドメイドマルシェやワーク
ショップの開催など、タウンカフェを飛び出し多彩なプログラムで地域
の方々とのつながりを深めることができました。
夏には「ジュートバッグアレンジ展」を新たに開催し、様々なアイディ
アでアレンジされたバッグをギャラリーに飾り、SNSやまちサロンなどで
紹介していくという面白い企画も実現できました。

手作りのキャドルを飾ってエコや暮らしのことを考えるキャンドルナイ
ト。2022年度は音楽の演奏も復活し、リコーダーの澄んだ音色の中で沢
山の人が集いました。テーマは「会えるよろこび　かがやく笑顔　みん
なの心を包む」。一緒に何かが出来る嬉しさがあふれた取り組みとなりま
した。区役所もSDGｓ活動の一環で参加。卵キャンドルの材料集め、広報、
準備、当日の運営…と沢山の地域の方が協力してくださいました。

「こもれびカフェ」は、要支援となった方が、地域で元気に暮らすための
通いの場として、毎週月曜日に開催しています。
要支援の対象でない方も、介護予防として参加することができ、気に入っ
たプログラムを定期的に参加される方はもちろん、こもれびカフェの雰
囲気を気に入って、毎週のように参加してくださる方も増えてきました。
支援の有無に関わらず、和気あいあいと楽しく交流しています。

● 小箱ショップ稼働数　　   1,533コマ
● 新規出店　　　　　　　37人
● 小箱スクエア開催数　　  162コマ
● 小箱スクエア参加人数　  511人

● ギャラリー   11件
● 音楽通りinCafe   42回

計 155回開催

計 83回開催

160ブース

1,300人来場

vol.8 発行

栄区地域づくりキャンバス運営、にしく市民活動支援センター会報誌デザイン、
NPO法人よこはま地域福祉研究センターwebデザイン、八戸市や松江市などで
の講演やコンサル／さいわいソーシャルデザインセンタ運営、高津区まちづくり
カフェ事業企画運営、幸区地区防災計画策定事業など

タウンカフェのまちづくり応援プロジェクト

こもれびカフェ

キャンドルナイト in 港南台
港南台地域情報マガジンふ～のん
ふ～のんvol.12号、vol.13号を発行しました。
22年度、12号のテーマは「空」。コロナ禍での商店会員の様々
な取り組みを動画で紹介するとともに、「コロナ禍でもいいこ
とあったよ」という前向きな街の人の声を集めました。
13号では、コロナ禍でも活き活きと部活動に打ち込む中学生
を特集。
その他、まちとつながる保育園、バトントワリングスタジオ
主宰など次世代を育む活動をしている方々を取材しました。
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